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LED を用いた簡易な双方向通信システム 

LED を受光素子として用いた双方向通信システム 

技術分野分類 ５１０４：通信・ネットワーク工学 

技術キーワード Ｅ：通信方法（無線、優先、衛星、光、移動） 

産 業 分 類 Ｇ-３７：通信業   Ｅ－２９：電子部品・デバイス・電子回路製造業 

内

容

概  要 

発光ダイオード（LED）は，低消費電力・長寿命の観点から，電子機器の表示

装置から照明器具に至るまで幅広く活用されています．また，スマートフォンなど

の携帯機器において，表示用に LED は利用されています．我々の研究室では，LED

を受光素子として活用する技術について研究を進めており，LED の受光素子とし

ての特性を明らかにし，簡易的な試作システムにおいて通信が可能であること確認

しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

伝送距離は 10cm 程度かつ低速度な通信が可能となった段階ではありますが，通

信方式や受信回路の最適化などを行うことで数 m 程度の通信が可能になると考え

られます。 

本技術の 

有用性 

専用回路を付与する必要はありますがLEDを利用するさまざまなシーンでの利

用が考えられます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

       

適用可能製品 
美術館等での双方向作品案内、卓上でのデータ通信システム、 

スマートフォン間通信
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